
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

(資料)全米供給管理協会（ISM）資料より作成 。 

 米国景気の先行きを見通すうえで有用な ISM 景況感指数では、製造業の景

況感が依然として悲観の域で推移しているものの、3 か月連続で改善しており、

底打ちの兆しを見せ始めている。また、足元の米国景気をけん引しているサー

ビス業については、一進一退ながらも 9 か月連続で楽観水準を維持している。

今後については、FRB 金融引締めの長期化を示唆するなかで、製造業景況感

の回復が継続し楽観水準まで持ち直すことができるか、また、労働市場の鈍化

傾向がみられるなかで、サービス業の堅調さが持続するのかを注目する必要が

ある。    
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